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た。さらに「性教育」概念の形成は、先行研究で言われているような大正期以降ではなく、
明治後期に遡ることを新聞記事の分析から明らかにした。  
 第６章では、「自分はどこから生まれてきたのか」という誕生に関する子どもの質問が近
代になって問題化し、それが「性欲教育」と連結して展開したことを、教育書や心理学書
の分析から述べた。誕生に関する質問は、子どもの性欲と関連があるとされ、その教育的
な抑制策として返答法がいくつも提示され、それが規範的な知識となっていったことを論
じた。  
 終章ではまとめとして、近代になって展開されはじめた子どもの性的欲望・現象をめぐ
る言説が、無垢な児童像を支える面と、そうではない面が複雑に絡み合いながら展開し、
そうした主張が、他者への差別や支配関係を示すものとしても存在したことを、改めて述
べた。  
 本論文の主要な意義は、以下の３点にある。第１に本研究は、１８世紀末から２０世紀
初頭の約１４０年間にわたる子どもの性についての言説を掘り起こし、先行研究では分断
されがちだった近世から近代への移行期における学知の有り様を描き出した。とりわけ、
資料の性質にずれがある両時代を、等分に比較検討する視座が構えられた点は、出色であ
ると評価する。第２に本研究は、子どもの手淫や性的早熟といった、これまではほとんど
扱われてこなかった現象に光を当て、近代日本においてそれらがどのように学知に組み込
まれていったかを詳細に明らかにした。第３に、子どもの性的早熟を「野蛮」「未開」の指
標にしようとした種々の試みを図式化し、その植民地主義的な意図を示唆しつつ、「総合遅
速理論」として提示した。以上のように、本論文が描く子どもの性をめぐる明治以後の展
開は、圧倒的に新鮮である。学問史、とりわけ性と関わる認識の歴史研究に新機軸をもた
らしたものとして、高く評価する。  
 しかしながら、本論文にも課題点は散見できる。日本の近世後期と近代前期、そして近
代西洋の性認識は、意味的な差異をはらんだ用語のうえに組み立てられてきた。それらの
違いを明確にしたうえでの概念整理が、こうした研究を進めるには必要である。しかし、
概念の差異の処理に迷う部分があったことが、本論文の記述からわずかに読み取れる。困
難な作業ではあるが、時代や論者による差異に中立的な概念の彫琢にはまだ課題を残して
いる。また、誰がどういった状況で個々の言説を形成したのか、人物や団体の来歴や成り
立ちをより丁寧に追うことも、今後の課題であろう。  
 以上のように、多少の難は残すものの、本論文が性認識の歴史研究に新しい成果をもた
らしたことは間違いない。文献の博捜とその読み込みも、労作と評するに値する。審査委
員会にて総合的に検討した結果、本論文は学位を授与するにふさわしいと、全員一致で判
定した。  
 
 
 
